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儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

を
Ｒ
Ｐ
Ａ
が
シ
ス
テ
ム
へ
自
動
入

力
す
る
住
民
手
続
き
で
の
利
用
が

広
が
り
、

さ
ら
に
は

・
住
民
が
タ
ッ
チ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

を
使
っ
て
申
請
し
た
転
入
に
関
わ

る
情
報
を
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
が
必
要
な
シ

ス
テ
ム
に
入
力
す
る
こ
と
で
、
複

数
の
届
け
出
が
１
回
で
完
結
す
る

窓
口
で
の
利
用
の
仕
組
み
も
で
き

始
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
限
ら

ず
、
子
育
て
や
教
育
、
介
護
福
祉

な
ど
あ
ら
ゆ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｒ
Ｐ
Ａ
は
正
確
性
が
求
め
ら
れ

る
自
治
体
業
務
に
大
い
に
活
用
さ

れ
、
時
間
短
縮
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
削
減
で
、
職
員
の
負
担
軽
減

と
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
実
現
し

て
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
牽
引
役
の
一

つ
を
担
っ
て
い
ま
す
。

当
社
が
提
供
す
る
Ｒ
Ｐ
Ａ
「
Ｗ

ｉ
ｎ
Ａ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
」
は
、
多
く
の

自
治
体
に
活
用
さ
れ
る
と
共
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
・
業
態
で
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

の
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
は
直
感
的
に
わ

か
り
や
す
く
職
員
の
働
き
方
改
革

に
直
結
す
る
た
め
、
先
行
し
て
取

り
組
む
自
治
体
が
増
え
て
い
ま

す
。
職
員
に
代
わ
っ
て
Ｐ
Ｃ
を
自

動
的
に
操
作
す
る
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ

テ
ッ
ク

プ
ロ
セ
ス

オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
）
や
申
請
用
紙
の
手
書
き

文
字
を
Ａ
Ｉ
で
デ
ジ
タ
ル
に
読
み

取
る
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
（
ア
ー
テ
ィ

フ
ィ
シ
ャ
ル

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス
―
オ
プ
テ
ィ
カ
ル

キ
ャ
ラ
ク

タ
ー

レ
コ
グ
ニ
シ
ョ
ン
）
の
活

用
は
他
自
治
体
に
参
考
と
な
る
優

良
事
例
も
増
え
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、

・
職
員
の
時
間
外
労
働
時
間
を
Ｒ

Ｐ
Ａ
が
自
動
集
計
す
る
庁
内
の
利

用・
銀
行
や
信
組
か
ら
受
領
す
る
預

金
調
査
結
果
を
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
で

読
み
取
り
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
が
管
理
用
フ

ァ
イ
ル
に
自
動
入
力
す
る
税
務
で

の
利
用

・
住
民
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

請
し
た
水
道
の
使
用
開
始
の
情
報

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
今
ま
で
に
な
い

ス
ピ
ー
ド
で
進
め
て
い
ま
す
。
全

国
１
８
０
０
弱
あ
る
自
治
体
が
、

国
か
ら
の
支
援
を
フ
ル
に
活
用
し

て
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

総
務
省
が
策
定
し
た
「
自
治
体

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
で
は
、
（
１
）

自
治
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
・
共
通
化
（
２
）
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
（
３
）
自

治
体
の
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
（
４
）
自
治
体
の
Ａ
Ｉ
・
Ｒ

Ｐ
Ａ
の
利
用
促
進
（
５
）
テ
レ
ワ

ー
ク
の
推
進
（
６
）
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
対
策
の
徹
底
、
の
６
項
目
を

重
点
取
組
事
項
と
し
全
自
治
体
が

こ
れ
に
則
し
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
自
治
体
は
Ｉ
Ｔ
専
門

職
を
採
用
し
て
い
な
い
た
め
、
住

民
と
接
す
る
職
員
が
一
か
ら
勉
強

し
な
が
ら
Ｄ
Ｘ
を
進
め
て
い
ま

す
。解

決
に
多
く
の
労
力
を
要
す
る

重
点
取
組
事
項
の
中
で
、
（
４
）

の
煩
雑
さ
が
表
面
化
し
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
が
露
呈
し
た
形
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
課
題
を
根
本
か
ら
解
決
す

る
た
め
に
21
年
９
月
デ
ジ
タ
ル
庁

が
発
足
し
、
国
主
導
で
社
会
全
体

２
０
２
０
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
緊
急
経

済
対
策
の
一
つ
と
し
て
実
施
さ
れ

た
特
別
定
額
給
付
金
（
い
わ
ゆ
る

10
万
円
給
付
）
は
、
国
や
自
治
体

の
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
や
手
続
き

◇
ほ
ん
だ

や
す
ゆ
き

日
本
電
信
電

話
株
式
会
社
に
入
社
後
、
Ｓ
Ｉ
受
託
や
デ

ー
タ
セ
ン
タ
事
業
の
企
画
・
構
築
・
運
用

を
中
心
に
従
事
。
の
ち
北
海
道
の
第
三
セ

ク
タ
ー
で
あ
る
株
式
会
社
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
に
て

自
治
体
向
け
Ａ
Ｓ
Ｐ
事
業
を
統
括
。
２
０

２
１
年
現
職
。
現
在
、
総
務
省

地
域
情

報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。

ＮＴＴアドバンステクノロジ

Ｖａｌｕｅ Ｃｏ―ｃｒｅａｔｉｏｎ事業本部

北海道
支店長 本多 康幸

自治体ＤＸで利用が広がるＲＰＡ


